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大人数での同時アクセスでも

快適なレスポンスを発揮

“パソコンのないパソコン教室”を

可能にする無線LANインフラを整備

～中央大学での活用～

■はじめに
研究や教育の質を向上させるべく、継続的に情報

環境の整備に取り組んでいる学校法人中央大学で

は、学内全域からネットワークにアクセス可能な無

線LAN環境を2007年に整備しています。しかし、

タブレットやスマートフォンなど学生が持ち込むモ

バイルデバイスの数が増える中で、授業内でのデバ

イス活用を通じたIT

教育も視野に入れ

た、新たな時代に適

した無線LAN環境の

刷新を計画。そこで

全学的なネットワー

クインフラの刷新を

2013年に実施して

います。

■ネットワークアクセス可能なデバイスの急増を
受けて新たなインフラを模索
中央大学では、2007年に公共スペースで学生の

自習活動を支援するべく、学内全域でネットワーク

アクセスを可能にする無線LAN環境を導入していま

すが、スマートフォンやタブレットなどネットワーク

にアクセス可能なデバイスが急増したことを受け、

新たな時代に適した無線LAN環境のあるべき姿が全

学的な委員会の中で議論されるようになりました。

以前の環境では、先生が授業の中で教材表示用に

使用することが中心的な用途であり、授業に参加す

る大勢の学生が同時にアクセスするような使い方は

想定されていなかったと言います。実は、その当時

はiPhone発売前後の黎明期だったこともあり、ネッ

トワークに接続できるデバイスを学生が持ち込む機

会は少なかったのです。しかし現在では、一人が複

数のデバイスを持ち込むといったことも十分想定さ

れており、今の時代にマッチした環境作りが急務に。

そこで、全学的な委員会の中でITインフラの将来像

について議論が進む過程で“パソコンのないパソコ

ン教室”というキーワードが浮上します。これまで

IT学習と言えば、学生がパソコン教室に集まってコ

ンピュータについて学ぶ手法が一般的でしたが、こ

れからはIT分野でない授業の中でもITを活用してい

くことが日常的な風景となるのは間違いありませ

ん。たとえ教室でなくても、学内どこにいてもIT活

用できる環境がこれからの教育には欠かせないとの

考えでした。

ただし、既存の無線LAN環境では数多くのデバイ

スが快適に接続できるような環境でなかったことも

あり、これからの時代に適した無線LAN環境に刷新

していくプロジェクトが動き出すことになりました。

■100名同時アクセスでも快適なレスポンスが
発揮できることが条件に
新たな無線LAN環境の整備にあたって求められた

のは、たくさんのデバイスが同時に接続しても快適

なレスポンスと安定した運用管理が可能な環境でし

た。実際には、一つの教室で100名が同時にアクセ

スしたとしても、ストレスなくWebアクセスできる

環境を目指しました。具体的には、同時アクセスが

発生しても一人あたり1Mbpsの帯域は確保できる環

境です。1MbpsあればYouTubeをはじめとした動画

コンテンツでもストレスなく授業でも使えると考え

たと言います。

また、数多くのアクセスポイントをストレスなく

集中管理できる仕組みをはじめ、最新の無線LAN規

格に対応した製品であること、複数のキャンパスや

付属高校、学生寮といった飛び地の環境にも同じイ

ンフラとして拡張していけることなどが要件として

掲げられました。最終的には仮想コントローラを内

蔵したアクセスポイント（以下、AP）を採用する

ことでコストを抑えることに成功し、掲げた要件を

満たした新たな無線LAN環境に刷新することができ

ました。
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■仮想コントローラ1台で最大62台のAP管理を　
実現
現在は、多摩キャンパスを中心に、後楽園キャン

パスや市ヶ谷キャンパスに最新の802.11ac対応も含

む、合計300台前後のAPが設置されており、ネット

ワーク管理ツールによって遠隔地であっても無線環

境の可視化が可能な状況です。物理的なコントロー

ラは導入せず、APによる仮想コントローラ機能で

集中管理を行っており、多いところでは、一つの仮

想コントローラで、最大62台のAPが管理されてい

ます。実際には、各教室をはじめ学内の様々な場所

にAPが設置されており、100名を超える規模の教室

には３台から４台のAPが設置され、中には外付け

の指向性アンテナを取り付けている教室もあるほど。

ネットワークへアクセスする際には統合認証基盤を

利用しており、LDAPサーバの情報を元にRADIUS

サーバが認証を行う構成が採用されています。また、

教育研究機関での無線LANの相互利用を可能にする

“eduroam JP”にも一部参加している状況です。

また、すべての学生がアクセスできる環境以外に

も、特定の学会や学部ごとに閉じた環境で利用でき

るようにするな

ど、一つのAP

上 に 複 数 の

SSIDが設定さ

れており、それ

ぞれが交わらな

いようVLANを

分けて管理して

います。

■快適なレスポンスで用途が広がる安定した
運用管理が可能に
多摩ITセンターが主導的な役割で新たな無線LAN

環境を整備した今回のプロジェクトですが、以前に

比べて無線LANの利用率は大きく向上していると評

判です。快適なネットワーク環境を整備したことで、

授業の中でITを活用することはもちろん、授業内容

を録画して学生の主体的な学修に役立てるといった

アクティブラーニングの領域でも、無線LAN環境が

情報へのアクセス手段の一つとして積極的に使われ

ています。最近では、学内の静かな場所から無線

LANを経由して企業の面接をオンラインで受けると

いった、就職活動の手段の一つとしても活用されて

いると言いま

す。他にも、

キーボードの

使い勝手から

母国の端末を

持ち込んでネ

ットワークア

クセスを希望

する留学生もいるようです。ご担当者からは次のよ

うなコメントをいただいています。

「導入後に iPadを使って速度調査を行いました

が、100 台で利用しても十分なレスポンスが確保で

きています」。

「今回は新たに導入した運用管理基盤のおかげで

無線状況の可視化が可能となり、運用管理の質が大

幅に向上しています」。

■キャンパス全域を無線LANエリアにClearPass
など新たなソリューションにも期待
今後については、キャンパス全域を無線LANエリ

アにしていくために、APのさらなる増設が計画さ

れています。それに伴って、物理的なコントローラ

を活用してよりきめ細かく制御していけるようにし

ていく予定です。特に多摩キャンパスについては、

広大な敷地を誇っており、屋外での無線LAN環境の

整備も今後進めていく予定です。

他にも、ユーザや端末毎に細かなポリシー設定を

し、運用負荷をかけずにゲストアクセスやBYODの

管理も実現できる統合認証基盤（ClearPass）の整備

や、オープンキャン

パスの来場者に、

Beaconを使った位

置情報をもとに大学

の魅力を発信できる

仕組みなども今後は

検討したいと語って

いただきました。

問い合わせ先
アルバネットワークス株式会社

公共営業部

TEL:03-6809-1540

E-mail:jinfo@arubanetworks.com

http://www.arubanetworks.co.jp

多摩キャンパス

（青年坂と１号館）


